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自然科学研究機構基礎生物学研究所研究教育職員の任期に関する規則 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は，大学の教員等の任期に関する法律（平成９年法律第８２号。以下「法」

という。）第５条第２項の規定に基づき，自然科学研究機構基礎生物学研究所の研究教育

職員の任期に関し，必要な事項を定める。 

 

 （教育研究組織，職及び任期） 

第２条 任期を定めて任用する研究教育職員の教育研究組織，職，任期として定める期間

及び任期更新に関する事項は，別表に定めるとおりとする。 

 

 （育児休業等を取得した場合の任期の特例） 

第３条 任期を定めて任用する研究教育職員が，前条で定める別表の任期の期間内に，大

学共同利用機関法人自然科学研究機構職員勤務時間，休暇等規程（平成１６年自機規程

第５号）第２１条第１項６号及び７号に定める特別休暇（以下「特別休暇」という。），

大学共同利用機関法人自然科学研究機構職員育児休業等規程（平成１６年自機規程第６

号）第２条に定める育児休業（以下「育児休業」という。）及び大学共同利用機関法人自

然科学研究機構職員介護休業等規程（平成１６年自機規程第７号）第２条に定める介護

休業（以下「介護休業」という。）を取得する場合は，当該研究教育職員の申し出により，

別表の任期の年数にかかわらず，任期満了後に，特例としての任期を付すことができる。 

２ 特例としての任期は，当該研究教育職員が取得する特別休暇，育児休業及び介護休業

の期間を限度とする。 

 

 （同意） 

第４条 任期を定めて研究教育職員を採用する場合には，文書により，採用される者の同

意を得なければならない。 

 

 （周知） 

第５条 この規則を定め，又は改正したときは，速やかに周知を図るものとする。 

 

 附 則 

 この規則は，平成１６年４月１日から施行し，同日以降に採用される者及び岡崎国立共

同研究機構基礎生物学研究所研究教育職員の任期に関する規則（平成１４年岡機構規程第

６号。以下「基生研規則」という。）により任期を付されて採用された者について適用する。  

 ただし，基生研規則により任期を付されて採用された者については，基生研規則により

付された任期の終期を再任により保障するものとする。 

 

   附 則 

１ この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 



２ この規則の施行の日の前日に任期を定めて雇用されている助教授が施行の日に准教授

になった場合の任期及びこの規則の施行の日の前日に任期を定めて雇用されている助手

が施行の日に助教に配置換された場合の任期は，その者のこの規則の施行日における残

任期間とする。 

 

   附 則 

 この規則は，平成２３年７月１日から施行する。 

 

   附 則 

 １ この規則は，平成２５年４月１日から施行する。 

 ２ この規則の施行の日の前日に任期を定めて雇用されている准教授の任期は既に定め

た任期とし，任期更新における任期は５年以内，又は，任期を定めないものとする。 

 ３ この規則の施行の日の前日に任期を定めて雇用されている助教の任期は既に定めた

任期とし，任期更新における任期は２年以内，又は，任期を定めないものとする。 

 

   附 則 

 この規則は，令和４年３月３日から施行する。 

 

 

別表（第２条関係） 

法第４条第１項第１号に掲げる

教育研究組織に該当する組識 
該当する職 任 期 任期更新に関する事項 

基礎生物学研究所に置かれる研

究部門及び研究施設 

准教授 

５年以内 
任期を更新することもあ

り得る。 

助 教 

 

 

 


